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(3) 家庭園芸支援シス テ ム
哨f1160ffi代の 後半は家艇臓芸や ミ ニ 家庭薬
岨が
'
i:膚する帖代とな ろう o 糾築される住宅
に は
'i
'
矧創芸m の ス ペ - ス と機能が当細から
組み込 まれる の が普通にな ろう｡ そ し て ､ 家
Iif楓芸シ ス テ ム産業と い う産業分野が成立し ､
コ ン ビ ュ - タ - ー ほ 術を鎚放した ､ 太陽 エ ネ)i,
辛 - 制帽型家庭観芸文授 シ ス テ ム が開発され
よ う｡ こ の 潮流は , JI('j･糾60,
/-I･
-
･ 代の 施設園芸技
i,f;iを考え るもの にと っ て ､ 触祝し弼な い こ と
に な ろう ｡
1 . なぜ家庭園芸か
近年､ 都市生晴をして い る老若男女の 園芸
作物叔増に対する関心は強まるば かりで あるo
Prの 本屋に は園芸書がと こ ろ排しと並 べ られ ､
テ レ ビでは嵐芸番組が多く の 視聴者を引き付
け ､ 公的または私的機関に よる園芸補習合は
い つ も満貝の 盛況で あるo
帖抽栽培は自･然と離 れがちで ある都市生繕
老の 必然的な内容宴求であろう. 犬や描な ど
を飼 う生描を禁じられ て い る筆者の ようなア
パ ー ト生痛老は ､ 特 に ､ そ の 内的安求が強 い .
i舶勿激増が人糾の 相帥を安達させ る欝凶と
をる理由の - ･ つ に は ､ 植物と人間のfiltiに 作用
する の は r競争の原理 ｣ ではなく ｢共存の 原
雌 ｣ で ある こと に あ る o IL刷ゎが本来的に 賦え
て い る可能性をL削とさせ る こと に 人Liil= よ満足
す る o 川手の た め に 賀力する こと に 宙びを感
じ る の である o さ ら に ､ 人糾と植物の 関の 感
性 に よる コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン は 人別の 気持ち
を豊か に す る . 人ii~J と植物は ､ 言紹では表現
千乗 大草他 芸学部仙北推
古 在 豊 樹
できな い 何かを理解し合う o
郁汁i生括者が休日 に ハ イキ ン '/､ 放 つ り ､
な ど に 山かlナる の は ､ 上詑の 二 つ を満足する
こと を目的の - つ と して い る の だ ろうo そ れ
では ､ ハ イ キ ン グや触 つ り に 出かけ る余紹の
な い 人 々 は どうした ら良 い の だろうか ｡ 家庭
に お い て ､ も っ と手軽 に自然と指する ことは
で きな い だろう か o そ の 筈え の - 一 つ が家組劃
芸で ある ｡ 家矧盛業に よ っ て ､ 人tLf'=ま, ①背
くむ気 軌 ①感性に よる相互埋解 ､ (釘自然 へ
u)兼敏 ､ (む食物生産の 虫う削JJ三､ 怨 ど へ のIl朋ギ
女よ y)深めてゆくム 家矧封芸は ハ ン ブ ル ライ
フ (物#(1勺に は質素で あるが ､ 梢帥的 にEま豊
かな生晴) の 実現に近づ(ため の 小さな - 歩
となるで あろうo
2. 家庭 園芸の問題点
多くU)人 々 が家庭儀芸を試みて は失敗 して
い るo 家庭憧ぼ書ぎと首引 きで ､ 水をやり ､ 肥
料を与え ､ 温度管理 をし ても ､ 植物は枯れ て
しまう o 菓は繁るが ､ 花 は咲か/i: LIo 他方､
植物 掛禽に朋れた人をみ て い ると ､ 何の 苦労
i, な い よ う に 捉 える の に , 見郎な柁./i･I[,末 かtf
る こ と ができる o
と こ ろが , 逆 に ､ 車外じ､老でも可経 である植
物搬増が ､ 綻煤 省に も むずかし い と い う不忠
貞凝な川Ll面 がある o 何 の tliLt".J*‖繊 がなくてf, 可
能である植物栽憎が ､ ミ別'Jj家に も むすか しい
点が少なくな い o T 度､ 子育 て がそうである
ように ､ 感1J=l:. と し て の 気( ぱりと､ 相中の 自
立性 へ の 信頼が(1I'nb わ っ た と き ､ は じ め て 酬一LJ
∫タ
的知識が役立 つ ｡ し か し､ そ の 専門的知識 は
決して 常に 役立 つ もの でをく ､ 単をる指針あ
る い は原理 の ようなもの であり ､ 多く の例外
事項を含む ｡
多くの人が家庭廟芸を楽しめるようにする た
め に は ､ 上記の 不可解な問題点を解決し 射す
ればならを い o こ の 間絹を解決するため の 一
案 が以下で述 べ る家庭園芸支援 シス テ ム であ
る ｡
3 , 家庭園芸支援シス テム
家庭園芸支授シス テ ム は ､ 将来 ､ 家庭情報
シ ス テ ム ､ ある い は地域情報 シ ス テ ム の 一 部
を構成する ようにをる ｡ 家庭園芸支援 シス テ
i
ム の 構想図を図 - 1 に示す｡ それらサ ブシ ス
テ ム の主をもの を以下に 説明する .
(り 栽増ゲー ム
従来の ゲ ー ム の 大部分は競争ゲ ー ム ､ すを
わち ､ 勝負を争うゲ ー ム であ る｡ そ の 典型が
戦争ゲ - ム である o
.
テ レ ビゲ ー ム の 大部分も
競 争ゲ ー ム ､ 戦争ゲ ー ム である｡
こ こ で述 べ る栽培ゲ ー ム は テ レ ビゲ - ム の
一 機 で あ■るが ､ 競争ゲ ー ム で はな い . テ レ ビ
の 画面上に植物 が表示さ れ ､ ゲ ー ム参加者 に
植物が水, 肥料 ､ 光を どの い ずれを欲して い
るかを問う｡ 正 し い 答が与えられれば, テ レ
ビ画面上で植物は生長を続け ､ 花が咲き ､ 実
､
がをり ､ ま た , 芽 が出る o こ の 栽培 ゲ - ム を
くり返 し試みる こ と に よ っ て ､ 植物 の 生長原
理を直感的に 理解できる ように 怒る. 各種 の
植物毎に栽培ゲ ー ム が作成され るo た だ し ､
栽培ゲ ー ム の 熟達老と栽培の 熟達者との 間に
は大きを へ だ たりがあるo
(2) 学習支援シス テム
栽培ゲ ー ム を対話型の 学習支援シス テ ム に
拡張 し て ､ 学習者が植物生長や栽培管理の原
理を､ 個人の 理解度 に応じて ､ 段階的に理解
で きるように した シ ス テ ム である ｡ 植物生長
や栽培管理の 原理 は ､ テ レ ビ画面上に図表で
示さ れたり ､ 音声で説明さ れたりする ｡ こ の
支援シ ス テ ム に よる学習に よ っ て ､ 栽培技術
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がある段階に まで到達すれば ､ 実際 の植物を
栽培しても ､ 失敗 しを い で済む こと が多くを
る｡ 本シ ス テ ム は家庭ばかりでをく学校に お
い ても利用される ｡ ま た ､ 本 シ ス テ ム は花木
の 繋枝 ･ せ ん走の 学習な どに も応用 し得る .
(3) コ ンサ ルテ ー シ ョ ン シ ス テム
実際の 栽培 に際して ､ 施肥や病虫害 に関す
る疑問が生じたと き ､ コ ン サ ル テ ー シ ョ ン シ
ス テ ム に 問 い 合わ せ る ｡ 作物名､ 月日 ､ 生育
状況 ､ 症状などを入力すると , 病名診断､ 栄
養診断､ 肥料診断お よびそれらの 処方が出力
さ れる｡ 本 シ ス テ ム の 出力を参考に しをがら,
自分の 判断を加えて ､ 栽培を行うo コ ン ピ ュ
ー タ - か ら の 出力は専門家の助言であり､ 指
示ではを い . 各種 の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン シ ス
テ ム がホ ← ム コ ン ピ ュ ー タ ー 用 に用意される o
(ヰ) 栽培管理シス テム
環境管理を行うシ ス テ ム であり ､ 半自動と
全自動の 二 つ の モ ー ドがあるo 半自動モ - ド
で は ､ 温室内の温度が低くなりすぎた り ､ 肥
料や水が不足したりすると ､ 人間 に注意をう
をがすメ ッ セ ー ジ が出力さ れるo 人間はその
メ ッ セ
ー ジ を参考に して栽培管理 を行う｡ た
だし , 緊急時に は ､ 全自動管理がなさ れる ｡
日常は半自動モ ー ドで植物栽培カミをさ れ､ 人
間は次第に栽培管理 の コ ツを習得する ｡ 通常
時に は ､ コ ン ビ ュ - - タ - が勝手に自動管理 を
しを い こ と が大･切である ｡ 栽培 の楽 しみと 意
発を人間から奪 わない ためで ある. た だし ､
長期 に わたり家族 が外出すると きをどは全自
動モ ー ドに して ､ 不在中q?す べ て の 管理を コ
ン ピ ュ ー タ - に ま か せ る .
栽培 プ ロ グ ラ ム の 修正や改良は自由に行え
るようにを っ て い る｡ ま た , 一 つ の 植物 に対
しても多種類の プ ロ グ ラ ム が用意され て い る ｡
音楽 マ ニ ア が レ コ - ドを収集したり ､ 自作 の
歌をテ ー プ に吹き込 んで楽 しむよう に , 園芸
マ ニ ア は管理プ ロ グ ラ ム を収集したり , 自作
し たりする ｡
なお ､ 本栽培管理 シ ス テ ム は太陽 エ ネ ル ギ
- ･ の 利用が最大限 にをされる ようにを っ て い
馴ナhばをらな い の はもちろんである｡
ヰ . 食糧自給
日本人の 楓先は農耕民旗であると言われ て
い る｡ し か し､ 現代 の 日本人で農耕を体験 し
て い る人 々 の 割合は わずかである｡ 食糧 の 大
半は輸入 に頼 っ て い る｡
家庭園芸を体験するこ と に よ っ て ､ 食糧生
産と か食糧自給の重要性 をより身近に感じ る
ように怒らを い だろうか｡ い ぎと い う時に ,
短期間に せ よ ､ 最少限の 生鮮食料を自給でき
るよう にをらを い だろうか｡
現在 ､ 束北 , 北海道 ､ 北陸地方な どで の 施
設園芸は ､ 重油 の 無駄使 い の よう に 言われ て
い る こ と がある が筆者はそうは思わな い ｡ 地
域毎の 食糧自給度が少しでも高められ ､ 各人
がそ の地域 で栽培 された生鮮野菜を食 べ られ
る よう にを っ T
r
い る こ とが ､ 経済原則 を超え
て ､ 重要であると思われる ｡
5. 尭全受動的自然 エ ネル ギ ー 利用 温室
園芸環境工 学の 最終 目標の 一 つ は ､ 完全受
動的自然 エ ネ ル ギ ∵ 利用温室の 設計である｡
すをわち､ 外部からの 人為 エ ネ ル ギ ー を必要
とせ ず ､ 温室構造その もの が自然 エ ネ ル ギ -
(太陽 エ ネ ル ギ - ､ 風力をど)を受動的 (パ ッ
シ ブ) に 蓄積 ･ 変換し て ､ よ り多くの 作物に
対する環境を好適 に維持する方式を実用化す
る こ と に ある. 言 い 換えれば ､ 現在 の 撫加温
･ 自然換気温室の 自然 エ ネ ル ギ ー 利 用効率を
究極的に ま で高め て､ 周年に わたり ､ より多
くの 作物を無加温 ･ 自然換気で栽培で きるよ
うにする こと である ｡ こ の ような温室の 設計
に は ､ 長年の 経験 に加え て ､ コ ン ビ ュ - 夕 -
の 高度 別青報処理能力を活用することが不可
欠である｡ 昭和60年代に は ､ 最少限の 人為 エ
ネ ル ギ ー 利 用 に よ っ て ､ 作物 の 生長に 好適を
環境を作り だす技術が益々 重要となる o
6 . おわりに
本連載では ､ 昭和60年代 に出現すると予想
される施設蘭書技術の い く つ かを ､ 筆者の 日
頃の 経験に.もと づ い て ､ 感覚的に述 べ た｡
筆者の 予想が どの程度まで的中する かは ､
今 の所 ､ 不 明 である ｡ し かし , 施設園芸技術
が ､ 省 エ ネ ル ギ ー と情報高度利用に 向か っ て
前進し て ゆく こ と に は変わりがを い と思う｡
そ れ に加え て｣ 家庭蘭芸 と施設園芸 が相互に
影響 し合 っ て ､ 園芸生産が ､ 収量だけでなく ､
生産 の よろ こ びと人間生晴の充実を目指して ､
よ り発展さ せ た い と い うの が筆者の 願 い では
ある ｡
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